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令 和 ２ 年 松 本 市 議 会 第 ３ 回 臨 時 会  

市  長  提  案  説  明  

[ 2 . 7 . 2 2 (水 ) A M 1 0 : 0 0 ]  

 

本 日 、 令 和 ２ 年 松 本 市 議 会 第 ３ 回 臨 時 会 を 招 集

し ま し た と こ ろ 、 議 員 の 皆 様 、 全 員 の ご 出 席 を い

た だ き ま し て 、 厚 く 御 礼 を 申 し 上 げ ま す 。  

 

議 案 の 提 案 説 明 に 先 立 ち 、 市 政 の 重 要 課 題 な ど

に つ い て 、 見 解 を 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。  

 

ま ず 初 め に 、 「 令 和 ２ 年 ７ 月 豪 雨 」 に 関 連 し て

申 し 上 げ ま す 。  

こ の 度 の 豪 雨 で 、 九 州 を 中 心 に 多 く の 方 々 が お

亡 く な り に な り 、 い ま だ 行 方 不 明 の 方 も お ら れ る

状 況 で す 。 お 亡 く な り に な ら れ た 方 々 の ご 冥 福 を

お 祈 り す る と と も に 、 被 災 さ れ た 皆 様 に 、 心 か ら

お 見 舞 い を 申 し 上 げ 、 一 日 も 早 く 平 穏 な 生 活 を 取

り 戻 さ れ る よ う お 祈 り い た し ま す 。  

 

先 日 の 委 員 協 議 会 で も ご 報 告 し ま し た が 、 松 本

市 で は 、 今 月 ８ 日 に 松 本 地 域 と 乗 鞍 上 高 地 地 域 に

大 雨 特 別 警 報 が 発 表 さ れ ま し た 。 こ れ を 受 け て 、

午 前 ６ 時 ４ ３ 分 に 、 市 内 全 域 を 対 象 に 避 難 勧 告 を

発 表 し 、 ３ ５ の 地 区 公 民 館 に 避 難 所 を 開 設 い た し

ま し た 。 こ の 豪 雨 で 、 広 い 範 囲 で 土 砂 の 崩 落 や 倒

木 等 に よ る 通 行 止 め 、 孤 立 と い っ た 状 況 が 発 生 し

ま し た が 、 幸 い 人 的 な 被 害 は あ り ま せ ん で し た 。  

 

４ ８ 時 間 の 降 水 量 が 、 観 測 史 上 １ 位 を 記 録 し た

上 高 地 は 、 仮 設 道 の 流 失 や 歩 道 へ の 土 砂 の 押 出 し

が 複 数 の 箇 所 で 起 き た ほ か 、 梓 川 の 水 位 の 上 昇 に

よ っ て 、 明 神 池 近 く の 穂 高 神 社 周 辺 が 冠 水 す る な
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ど 、 多 く の 被 害 が 発 生 し ま し た 。  

 

こ の た め 、 地 元 自 治 体 と し て 、 急 き ょ １ ０ 日 に

上 高 地 に 関 係 す る 国 ・ 県 ・ 市 の 行 政 機 関 に よ る 緊

急 の 連 絡 会 議 を 招 集 し 、 災 害 の 現 状 と 今 後 の 方 針

に つ い て 情 報 の 共 有 と 役 割 の 整 理 を 行 い ま し た 。

ま た 、 昨 日 、 国 土 交 通 省 北 陸 地 方 整 備 局 の ヘ リ コ

プ タ ー で 、 現 地 の 状 況 を 空 か ら 確 認 さ せ て い た だ

き ま し た 。 被 害 箇 所 の 復 旧 に つ き ま し て は 、 松 本

市 が 中 心 と な っ て 関 係 機 関 と の 連 携 体 制 を 構 築 し 、

迅 速 な 対 応 を 進 め て ま い り ま す 。  

 

北 ア ル プ ス の 山 小 屋 の 一 部 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ

ル ス 感 染 症 の 影 響 で 、 営 業 自 粛 を 余 儀 な く さ れ た

中 で 、 よ う や く 営 業 を 始 め て い ま す 。 本 格 的 な 夏

山 シ ー ズ ン を 迎 え る に あ た り 、 観 光 客 や 登 山 者 の

皆 様 に 、 安 心 し て 上 高 地 を 訪 れ て い た だ け る よ う 、

復 旧 状 況 に つ い て は 、 随 時 、 ホ ー ム ペ ー ジ 等 で お

知 ら せ し て い き ま す 。  

 

今 回 の 豪 雨 は 、 気 候 変 動 に よ っ て 従 来 の 常 識 を

超 え る 災 害 が い つ 起 き る か も し れ な い と い う こ と

を 改 め て 私 た ち に 突 き つ け ま し た 。  

災 害 対 策 に 万 全 を 尽 く す と と も に 、 市 民 の 皆 様

方 に も 「 自 ら の 命 は 自 ら 守 る 」 と い う 意 識 の も と

で 、 日 頃 か ら 災 害 に 備 え て い た だ く よ う お 願 い い

た し ま す 。  

 

次 に 、 「 松 本 市 消 費 応 援 キ ャ ン ペ ー ン 」 に つ い

て 申 し 上 げ ま す 。  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 は 、 東 京 を 中 心 に 再

び 余 談 を 許 さ な い 状 況 に な っ て い ま す 。 松 本 圏 域

で も 、 直 近 の １ 週 間 で ４ 人 の 感 染 者 が 確 認 さ れ ま
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し た 。 改 め て ３ 密 回 避 の 徹 底 、 適 宜 適 切 な マ ス ク

の 着 用 、 ソ ー シ ャ ル デ ィ ス タ ン ス の 確 保 と い っ た

感 染 防 止 対 策 に 万 全 を 期 し た 上 で 、 こ れ ま で 引 き

上 げ た 社 会 生 活 や 経 済 活 動 を 維 持 し て い く こ と が

必 要 な 局 面 に あ る と 考 え て い ま す 。  

 

こ の 消 費 応 援 キ ャ ン ペ ー ン は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ

ル ス 感 染 症 の 影 響 で 売 上 が 減 少 し て い る 市 内 の 事

業 者 を 、 消 費 を 通 じ て 市 民 の 皆 様 に ご 支 援 を い た

だ き 、 松 本 の 経 済 を 回 復 さ せ る こ と を 目 的 に 行 い

ま す 。 松 本 市 、 松 本 商 工 会 議 所 、 松 本 市 波 田 商 工

会 な ど で 構 成 す る 実 行 委 員 会 で 取 組 み を 進 め て い

ま す 。  

 

キ ャ ン ペ ー ン の 第 １ 弾 と し て 、 ８ 月 １ 日 か ら 、

「 松 本 プ レ ミ ア ム 商 品 券 」 の 取 扱 い を ス タ ー ト し

ま す 。 こ れ ま で に 、 ６ 万 通 を 超 す 応 募 を い た だ き

ま し た 。 抽 選 を 行 っ た 上 で 、 当 選 さ れ た 方 に は 、

来 週 早 々 に 引 換 券 を 発 送 さ せ て い た だ く 予 定 で す 。  

 

キ ャ ン ペ ー ン の 第 ２ 弾 と し て は 、 「 キ ャ ッ シ ュ

レ ス 決 済 ポ イ ン ト 還 元 事 業 」 を 実 施 し ま す 。  

松 本 市 は 、 商 業 ビ ジ ョ ン の 重 点 事 業 に 「 キ ャ ッ

シ ュ レ ス 化 の 推 進 」 を 掲 げ て き ま し た 。 全 国 的 な

キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済 事 業 者 の う ち 、 市 内 で 最 も 加

盟 店 舗 数 が 多 い 、 Ｐ ａ ｙ Ｐ ａ ｙ 株 式 会 社 と 、 先 月 、

包 括 連 携 協 定 を 締 結 し ま し た 。  

こ の 協 定 に 基 づ い て 、 秋 の 行 楽 シ ー ズ ン と な る

９ 月 中 旬 を 目 途 に 、 「 キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済 ポ イ ン

ト 還 元 事 業 」 の 開 始 が で き る よ う 、 実 施 期 間 や 還

元 率 等 の 調 整 を 進 め て い ま す 。 詳 細 が 決 ま り 次 第 、

実 行 委 員 会 を 通 じ て 発 表 さ せ て い た だ き ま す 。  
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新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 動 向 を 注 視 し な が

ら 、 関 係 団 体 の 皆 様 と 連 携 し て 、 松 本 の 経 済 の 回

復 と 活 性 化 の た め に 必 要 な 施 策 を 、 今 後 も 適 宜 、

適 切 に 講 じ て ま い り ま す 。  

 

次 に 、 「 街 場 の え ん が わ 作 戦 」 に つ い て 申 し 上

げ ま す 。  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 を 抑 え る た め に 、 飲 食

店 や 物 販 店 は ３ 密 を 回 避 す る 対 応 が 求 め ら れ て い

ま す が 、 国 土 交 通 省 は 、 原 則 ２ メ ー ト ル 以 上 の 歩

行 空 間 を 確 保 す れ ば 、 歩 道 上 に 仮 設 の 机 や 椅 子 を

置 い て 営 業 す る こ と を 認 め る 、 道 路 の 占 有 許 可 基

準 の 緩 和 措 置 を １ １ 月 末 ま で の 特 例 と し て 打 ち 出

し ま し た 。  

 

松 本 市 は 、 こ の 特 例 措 置 を 最 大 限 活 用 し 、 ２ メ

ー ト ル 以 上 の 歩 行 空 間 を 確 保 で き る 市 内 全 域 の 歩

道 で 、 テ ラ ス 席 の 営 業 や テ イ ク ア ウ ト の 販 売 を 展

開 で き る よ う 、 「 街 場 の え ん が わ 作 戦 」 と 銘 打 っ

て 、 希 望 す る 店 舗 を 支 援 し て い き ま す 。 具 体 的 に

は 、 地 元 の 商 店 街 振 興 組 合 な ど と 協 力 し て 、 複 数

の 店 舗 の 要 望 を 取 り ま と め て い た だ け れ ば 、 道 路

管 理 者 や 警 察 に 対 し て 申 請 を 行 え る よ う に 取 り 計

ら っ て ま い り ま す 。  

 

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 制 約 を 受 け る 中 で 、 屋 外

に 出 て 路 上 で 飲 食 や 物 販 を 行 え る 環 境 を 整 え る こ

と は 、 感 染 防 止 と 経 済 活 動 の 両 立 を 目 指 し て い く

上 で 、 事 業 者 に と っ て も 市 民 の 皆 様 に と っ て も 、

意 義 が あ る と 考 え て い ま す 。 松 本 の 街 場 に 「 え ん

が わ （ 縁 側 ） 」 の よ う な ス ペ ー ス が 拡 が っ て い く

よ う に 、 市 民 の 皆 さ ん と 連 携 し て 取 り 組 ん で ま い

り ま す 。  
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次 に 、 「 事 務 事 業 の 棚 卸 し 」 に つ い て 、 申 し 上

げ ま す 。  

私 は 、 選 挙 公 約 と し て 「 就 任 後 半 年 を メ ド に 、

全 て の 事 務 事 業 の 棚 卸 し を 行 い 、 必 要 性 の 薄 い 事

業 に つ い て は 、 廃 止 や 予 算 の 減 額 に 取 り 組 む 」 こ

と を 掲 げ ま し た 。  

 

４ 期 １ ６ 年 の 前 市 政 が 幕 を 下 ろ し 、 １ ０ 年 ぶ り

に 総 合 計 画 を 策 定 す る と い う 大 き な 節 目 で あ る こ

と 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 拡 大 に 見 舞 わ れ 、

情 報 通 信 技 術 の 飛 躍 的 発 展 と と も に 、 人 々 の 暮 ら

し や 社 会 の あ り 方 が 大 き な 変 容 を 迫 ら れ て い る こ

と か ら 、 政 策 の 優 先 順 位 や 行 政 の 仕 組 み を 見 直 す

必 要 性 が 一 段 と 高 ま っ て い る と 考 え て い ま す 。  

 

現 在 、 行 政 評 価 票 や 予 算 資 料 な ど を 基 に 、 全 て

の 事 業 の 概 要 に 自 ら 目 を 通 し て い る と こ ろ で す 。

今 後 、 担 当 部 局 と 討 論 を 重 ね て 、 事 業 の 必 要 性 や

費 用 対 効 果 を 判 断 し て い き た い と 考 え て お り ま す 。  

そ の 結 果 に つ い て は 、 議 会 の 皆 様 や 、 市 民 の 皆

様 に 公 表 し た 上 で 、 来 年 度 以 降 の 予 算 に 反 映 し て

ま い り ま す 。  

 

そ れ で は 、 た だ い ま 上 程 さ れ た 議 案 に つ い て 、

ご 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

提 案 し た 議 案 は 、 条 例 １ 件 、 予 算 １ 件 、 財 産 １

件 の 合 計 ３ 件 で す 。  

 

初 め に 、 条 例 は 、 「 松 本 市 自 転 車 駐 車 場 条 例 の

一 部 を 改 正 す る 条 例 」 を 提 出 し て い ま す 。  

松 本 駅 ア ル プ ス 口 自 転 車 駐 車 場 の ゲ ー ト シ ス テ

ム の 改 修 で 、 こ れ ま で 使 用 で き な か っ た 回 数 駐 車
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券 が 使 え る よ う に な る こ と か ら 、 所 要 の 改 正 を 行

う も の で す 。  

 

次 に 、 予 算 は 、 令 和 ２ 年 度 一 般 会 計 補 正 予 算 を

提 出 し て い ま す 。  

 ７ 月 補 正 予 算 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 対 策 の 経

費 、 国 の 補 正 予 算 に 伴 う 経 費 等 、 ９ 月 補 正 予 算 で

は 、 執 行 に 支 障 を き た す 経 費 を 計 上 し ま し た 。  

 

歳 出 で は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 対 策 と し て 、 子

育 て 世 帯 へ の 支 援 経 費 を 中 心 に 計 上 し て い ま す 。  

ま ず 国 に よ る 事 業 と し て 、 ひ と り 親 の 児 童 扶 養

手 当 受 給 世 帯 に １ 世 帯 ５ 万 円 、 こ ど も ２ 人 目 以 降

は １ 人 ３ 万 円 を 追 加 し 、 収 入 が 減 少 し た 世 帯 に は 、

さ ら に ５ 万 円 を 給 付 す る 「 ひ と り 親 世 帯 臨 時 特 別

給 付 金 事 業 」 に 、 ２ 億 ３ ， ０ ９ ８ 万 円 を 計 上 し ま

し た 。  

 

次 に 、 松 本 市 独 自 の 事 業 と し て 、 ２ つ の 事 業 を

計 上 し て い ま す 。  

１ つ 目 は 、 先 に 児 童 手 当 受 給 者 に 児 童 １ 人 あ た

り １ 万 円 を 給 付 し た 、 国 の 「 子 育 て 世 帯 特 別 給 付

金 給 付 事 業 」 か ら 外 れ た 対 象 を カ バ ー す る 事 業 で

す 。 高 校 ２ 年 生 と ３ 年 生 、 国 の 給 付 金 の 基 準 日 の

後 か ら 令 和 ２ 年 ８ 月 末 ま で に 出 生 し た 児 童 を 扶 養

す る 方 な ど に 、 児 童 １ 人 あ た り １ 万 円 を 給 付 す る

「 松 本 市 子 育 て 世 帯 特 別 給 付 金 」 に ８ ， ３ ８ ０ 万

円 を 計 上 し ま し た 。  

２ つ 目 は 、 先 に 述 べ た 、 国 の 「 ひ と り 親 世 帯 臨

時 特 別 給 付 金 事 業 」 の 対 象 に は 含 ま れ な い も の の 、

同 程 度 の 生 活 困 窮 が 認 め ら れ る 世 帯 に 、 同 額 の 給

付 金 を 給 付 す る 「 松 本 市 就 学 世 帯 臨 時 特 別 給 付

金 」 で 、 ５ ， ９ ５ ０ 万 円 を 計 上 し ま し た 。  
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ま た 、 商 工 業 事 業 者 に 対 す る 支 援 と し て ４ 月 補

正 予 算 で 議 決 い た だ い た 、 「 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス

特 別 資 金 」 が 、 当 初 の 見 込 を 上 回 る 利 用 状 況 と な

っ て い る た め 、 預 託 金 、 信 用 保 証 料 補 助 金 、 資 金

利 子 補 助 金 を 、 合 計 で １ ３ 億 ５ ， ４ ６ ５ 万 円 を 追

加 し 、 引 き 続 き 、 資 金 繰 り 支 援 を 強 化 し て い き ま

す 。  

 

教 育 分 野 の 新 型 コ ロ ナ 対 策 と し て は 、 小 中 学 校

で こ の 夏 エ ア コ ン の 設 置 が 間 に 合 わ ず 、 夏 休 み を

短 縮 し て 授 業 を 実 施 す る に あ た っ て の 暑 さ 対 策 に

３ ， ７ ２ ３ 万 円 を 、 ま た 、 学 校 給 食 の 食 材 加 工 の

キ ャ ン セ ル に 伴 う 補 償 経 費 １ ， ６ ６ ４ 万 円 な ど を

計 上 し て い ま す 。  

 

こ の 他 、 国 の 補 正 予 算 に 伴 っ て 、 児 童 一 人 一 人

の タ ブ レ ッ ト や パ ソ コ ン の 端 末 配 備 を 進 め る 、

「 Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル 構 想 推 進 事 業 」 に  

６ ， ７ ５ ４ 万 円 を 追 加 し 、 端 末 の 配 備 や 通 信 環 境

の 整 備 、 活 用 を 支 援 す る 「 Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル サ ポ

ー タ ー 」 の 配 置 を 行 い ま す 。  

児 童 一 人 一 人 の 端 末 配 備 は 、 リ ー ス で 実 施 し 、

今 後 ５ 年 間 で 、 お よ そ ９ 億 円 の 市 費 の 負 担 を 見 込

ん で い ま す 。 将 来 を 担 う 子 ど も へ の 投 資 と 新 型 コ

ロ ナ 対 策 の 両 面 か ら 、 Ｉ Ｃ Ｔ 、 情 報 通 信 技 術 を 早

期 に 教 育 現 場 に 導 入 す る こ と が 求 め ら れ て い て 、

国 の 補 助 金 を 最 大 限 活 用 し て 、 整 備 を 進 め る た め

に 、 今 回 、 計 上 し た も の で あ り ま す 。  

 

歳 入 に つ い て は 、 国 の 補 助 金 を 計 上 す る と と も

に 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 対 策 の た め に 、 松 本 市 に

お 寄 せ い た だ い た 寄 附 金 の 一 部 を 、 今 回 の 財 源 と
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し て 計 上 す る ほ か 、 不 足 す る 市 の 主 な 財 源 に は 、

引 き 続 き 、 財 政 調 整 基 金 繰 入 金 を 充 当 す る こ と と

し て い ま す 。  

こ の 結 果 、 一 般 会 計 は 、 １ ８ 億 ５ ， ７ ６ ２ 万 円

の 追 加 で 、 補 正 後 の 予 算 規 模 は  

１ ， ２ ４ １ 億 ７ ， ４ ４ ３ 万 円 と な り 、 前 年 度 同 期

比 で は ３ ９ ． ７ パ ー セ ン ト の 増 と な り ま し た 。  

 

財 産 は 、 ４ ０ 人 乗 り の 庁 用 バ ス 車 両 １ 台 の 取 得

を 提 出 し て い ま す 。  

 

こ の 他 、 議 案 以 外 で は 、 市 長 の 専 決 処 分 事 項 の

指 定 に か か わ る 報 告 １ 件 を 報 告 し て い ま す 。  

 

以 上 、 本 日 提 案 い た し ま し た 議 案 等 に つ い て 、

ご 説 明 申 し 上 げ ま し た 。 よ ろ し く ご 審 議 を 賜 り ま

す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

 （ 以 上 ）  


